
広
報おがわ

ここでいい、ここがいい！ 小川村

  今月の主な内容
●福島県南相馬市から感謝状…2

●「小川村農物産館」指定管理者募集…2

●元気づくり支援金説明会…4

2021年(令和3年)  

12 vol.346
月号  

小川秋場所開催！

11月  9・12・15日に小川小学校で相撲大会が

行われました。新型コロナの影響で１年半ぶり

の相撲大会となり、力強く踏ん張る児童たち

の熱い戦いと真剣な眼差しが印象的でした。
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小
川
村
の
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す

 

「
小
川
村
農
物
産
館
」（
現 

大
洞
地
場

産
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
４

月
以
降
の
指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
指
定
管
理
期
間　

　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

◆
施
設
名

•
小
川
村
農
物
産
館

　
　
（
現 

大
洞
地
場
産
セ
ン
タ
ー
）

　

指
定
管
理
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請

書
に
関
係
書
類
を
添
え
て
12
月
28
日
㈫
ま

で
に
建
設
経
済
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

申
請
用
紙
は
、
建
設
経
済
課
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

建
設
経
済
課　

産
業
係

　
　
　
　
　

☎
２
６
９―

２
３
２
３

福
島
県
南
相
馬
市

　
　
　

か
ら
感
謝
状

　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
小

川
村
の
お
や
き
を
届
け
る
な
ど
の
活
動
を

し
て
い
た
信
州
・
小
川
村
あ
っ
た
か
お
や
き

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
福
島
県
南
相
馬
市
か
ら

支
援
を
行
っ
た
団
体
・
個
人
に
対
す
る
感

謝
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
震
災
後
数
年
に

わ
た
り
東
北
へ
の
支
援
・
交
流
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。　

　

２
０
１
１
年
5
月
30
日
に
は
、
南
相

馬
市
の
避
難
所
で
あ
っ
た
原
町
第
一
小
学

校
に
お
や
き
と
み
そ
汁
の
炊
き
出
し
を
行

い
、
保
科
み
つ
子
さ
ん
の
南
京
玉
簾
な
ど

も
披
露
し
た
ほ
か
、
原
町
第
二
中
学
校
と

石
上
第
一
小
学
校
の
避
難
所
に
も
お
や
き

を
提
供
し
た
ほ
か
、
食
材
不
足
に
悩
む
給

食
セ
ン
タ
ー
に
小
林
義
宏
さ
ん
か
ら
卵
１
，

４
４
０
個
を
提

供
し
ま
し
た
。

　

南
相
馬
市
で

は
、
新
型
コ
ロ

ナ
が
収
束
し
た

折
に
改
め
て
感

謝
の
集
い
が
開

催
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

農
業
委
員
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の

候
補
者
の
募
集
、
推
薦

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
の
農
業
委
員
並
び

に
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
候
補
者

の
募
集
及
び
推
薦
を
行
い
ま
す
。

◆
任　

期　
　

　

令
和
４
年
４
月
１
日
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

◆
募
集
受
付
期
限

　

令
和
４
年
１
月
14
日
㈮

　

応
募
及
び
推
薦
を
す
る
場
合
は
、
期
限

ま
で
に
届
出
書
を
建
設
経
済
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
書
類
は
、
建
設
経
済
課
に
用
意
し

て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

建
設
経
済
課　

産
業
係

　
　
　
　
　

☎
２
６
９―

２
３
２
３

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り

の
ぼ
り
ポ
ー
ル
を
整
備

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン

ボ
宝
く
じ
）
の
収
益
金
を
財
源
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必

要
な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
地
域
文

化
へ
の
支
援
や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
及
び

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対
し
て
、
自

治
会
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
必
要
な
整
備
に

助
成
を
す
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
上
野

組
で
の
ぼ
り
ポ
ー
ル
を
整
備
し
ま
し
た
。
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年
末
困
り
ご
と

　
　
　
　

電
話
相
談

　

長
野
県
司
法
書
士
会
で
は
、
生
活
の
悩

み
、
金
銭
的
な
悩
み
、
職
場
の
悩
み
、
家

庭
の
悩
み
な
ど
「
年
を
越
す
前
に
ど
う
に

か
解
決
し
た
い
」
問
題
に
、
電
話
で
司
法

書
士
が
親
身
に
応
え
ま
す
。

◆
日　

時　

12
月
25
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

◆
電
話
番
号

　

０
１
２
０―
４
４
８―

７
８
８

　

※
当
日
の
み
の
専
用
番
号
で
す

◆
相
談
例

　

•
借
金
で
苦
し
ん
で
い
る

　

•
生
活
に
困
っ
て
年
が
越
せ
な
い

　

•
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
る

　

•
離
婚
で
悩
ん
で
い
る

　

•
養
育
費
を
も
ら
っ
て
い
な
い

　

•
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
ｅ
ｔｃ
．

◆
問
合
せ　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
２―

７
４
９
２

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

が
サ
ポ
ー
ト
！

 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、高
校
、短
大
、

大
学
、
専
修
大
学
、
各
種
学
校
や
外
国
の

高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子

さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た

公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

◆
ご
融
資
額　

お
子
さ
ま
１
人
に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内

◆
金
利　

年
１
・
65
％

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
年
1
・
25
％

（
令
和
３
年
11
月
１
日
現
在
）

◆
ご
返
済
期
間　

15
年
以
内

　

※
母
子
家
庭
の
方
な
ど
は
18
年
以
内

◆
Ｈ　

P

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で
検
索

◆
問
合
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０―

０
０
８
６
５
６

　
　
　
　
　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
又
は

　

☎
０
３―

５
３
２
１―

８
６
５
６

  

多
重
債
務
相
談

　

長
野
財
務
事
務
所
で
は
、
ロ
ー
ン
や
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
返
済
に
お
悩
み
の
方
か
ら
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
法
律
の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
匿
名
で
も
可
能
で
す
。
ま

ず
は
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◆
受　

付

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時
30
分

◆
問
合
せ　

財
務
省　

関
東
財
務
局　

　

長
野
財
務
事
務
所

　
　
　
　
「
多
重
債
務
専
門
相
談
窓
口
」

　
　
　
（
長
野
市
旭
町
１
１
０
８

　
　
　
　
　

長
野
第
二
合
同
庁
舎
５
階
）

　

☎
２
３
４―

２
９
７
０
（
直
通
）

公
民
館
図
書
室　
《
ぶ
っ
く
る
た
ん
ぽ
ぽ
》

 【
小
説
】

 

兇
人
邸
の
殺
人 

今
村　

昌
弘

 

民
王
︱

シ
ベ
リ
ア
の
陰
謀 

池
井
戸　

潤

 

ル
パ
ン
の
絆 

横
関　
　

大

 

イ
ン
ヴ
ァ
ー
ト　

城
塚
翡
翠
倒
叙
集

  

相
沢　

沙
呼

 

さ
よ
な
ら
も
言
え
な
い
う
ち
に

  

川
口　

俊
和

 

ぼ
く
は
イ
エ
ロ
ー
で

　

ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ
っ
と
ブ
ル
ー
２

  

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

 

現
代
語
で
読
む

 　

野
菊
の
墓 

伊
藤
左
千
夫

 

生
ま
れ
出
づ
る
悩
み 

有
島　

武
郎

【
歴
史
】

 

晴
天
を
衝
け　

完
結
編

【
料
理
】

 

ミ
ニ
オ
ン
の
可
愛
い
ご
ち
そ
う

 

12
月
の
新
着
本 

    　

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 



くら 報し 情の
　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
個
人
住
民
税
（
４
期
）

◦
有
線
テ
レ
ビ
電
話
使
用
料
（
３
期
）

◦
地
デ
ジ
使
用
料
（
３
期
）

◦
水
道
使
用
料
（
４
期
）

◦
下
水
道
使
用
料
（
４
期
）

納
期
限　
12
月
27
日
㈪
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会　計
税務係

令
和
４
年
度
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金

総合戦略
推進室

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す

◆
償
却
資
産
と
は

　

土
地
、
家
屋
を
除
く
事
業
の
た
め
に
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価

償
却
額
ま
た
は
減
価
償
却
費
が
法
人
ま
た

は
所
得
税
の
規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、

損
金
ま
た
は
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
を
、
所
得
税
、
法
人
税

の
確
定
申
告
に
お
い
て
必
要
経
費
に
算
入

す
る
場
合
は
、
必
ず
償
却
資
産
の
申
告
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
償
却
資
産
の
申
告
対
象

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
事
業
用

の
償
却
資
産
を
所
有
ま
た
は
賃
貸
し
て
い

る
個
人
ま
た
は
法
人
。

◆
農
業
を
経
営
し
て
い
る
場
合
の
対
象

　

農
業
で
使
用
し
て
い
る
ま
た
は
使
用
す

　

こ
の
支
援
金
は
、
市
町
村
や
公
共
的
活

動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
自
治
会
な
ど
の
団
体

が
実
施
す
る“
地
域
の
元
気
を
生
み
出
す
、

モ
デ
ル
的
で
発
展
性
の
あ
る
事
業
”
に
対

し
、
県
が
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

来
年
度
、
支
援
金
の
活
用
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、
申
込
書
（
様
式
：
村
Ｈ
Ｐ

参
照
）
の
提
出
を
し
、
説
明
会
へ
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時　

12
月
16
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
２
時
45
分
～
４
時

◆
場　

所　

長
野
県
長
野
合
同
庁
舎

　
　
　
　
　

４
階　

講
堂

上　下
水道係

水
道
管
の
凍
結
に

    　

ご
注
意
く
だ
さ
い

農
業
経
営
者
の
皆
さ
ま
へ
会　計
税務係

る
こ
と
の
で
き
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
、
防
獣

柵
・
ネ
ッ
ト
、
乗
用
装
置
の
な
い
耕
運
機
・

田
植
機
な
ど
。

※
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
、
田
植
機
な
ど
の
農
作
業
用
自
動

車
は
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
償
却
資
産
の
対
象
外
で

す
。
但
し
、
農
耕
用
作
業
車
で
最
高
時

速
35
㎞
の
以
上
の
も
の
は
、
償
却
資
産

の
課
税
対
象
で
す
。

◆
申
告
期
限

　

毎
年
１
月
31
日

　
（
土
曜
日
、
日
曜
日
の
場
合
は
翌
月
曜
日
）

◆
実
地
調
査

　

村
で
は
、
申
告
内
容
の
是
非
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
申
告
を
し
て
い

る
方
だ
け
で
は
な
く
、
未
申
告
の
方
に
も

実
地
調
査
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
冷
え
込
み
が
一
層
増

し
、
寒
さ
が
厳
し
く
な
り
、
水
道
管
が
凍

結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

◦
屋
外
の
水
道
管
に
は
凍
結
防
止
帯
を
巻
く

◦
不
凍
栓
を
閉
め
、
蛇

口
を
開
け
て
水
抜
き

を
す
る

な
ど
の
凍
結
対
策
を
し

ま
し
ょ
う
。

◆
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

ai 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
と
は

　

市
町
村
等
が
運
営
す
る
結
婚
相
談
所
に

登
録
・
所
属
し
て
利
用
す
る
、
結
婚
マ
ッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
県
内
全
域
か
ら
お
相

手
を
検
索
、
気
に
な
っ
た
お
相
手
に
お
申

込
み
を
し
て
、
１
対
１
で
お
見
合
い
が
で
き

ま
す
。
結
婚
を
考
え
始
め
た
ら
、
お
近
く

の
結
婚
相
談
所
（
総
務
課　

総
合
戦
略
推

進
室　

☎
２
６
９―

２
３
２
３
）
に
登
録
し

て
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ 

ai 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

な
が
の
結
婚
マ
ッ
チ
ン
グ

シ
ス
テ
ム（
新
愛
称「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｎ
Ｏ 

ai 

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
」）が
使
い

や
す
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
！

総合戦略
推進室



 

　
 

村の人口　　（令和 3 年 12 月 1日現在  前月比）

 人　口 2,361 人 − 3

 男 1,166 人 − 2

 女 1,195 人 − 1

 世帯数 1,044 戸 ＋ 2
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くら 報し 情の

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川／（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／
（小）小学校／（中）中学校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プラネタリウム館／（バ）
バスティ高府

月日 曜日 行　　　　　　　事

12.11 土

12 日

13 月

14 火 行政相談（役）

15 水 空き家活用相談（役）

16 木

17 金

18 土 教育相談（ふ）

19 日

20 月

 21 火

22 水 定例教育委員会（役）

23 木

24 金

25 土

26 日

 27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

1. 1 土《元日》

2 日

3 月 成人式（公）

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

9 日

10 月《成人の日》

11 火

12 水

13 木

14 金

15 土

◆小林淳生（小林病院院長） ◆細川康雄（新町病院）

◆小林和生（小林病院副院長）　◆山川淳一（篠ノ井総合病院）

◆重松泰介（整形外科）　　　◆小林由紀（糖尿病内科）

◆本郷　実（新町病院院長） ◆桐原健彦（小島病院）

◆宮尾陽一（内科）　 ◆安里龍一（内科）　　　　　　（敬称略）

診療所　診療担当医表（12/8～ 1/15）

月 火 水 木 金 土

　　 12/8 9 10 11

 8:30~11:15 内科
小林和生

内科
桐原健彦

内科
山川淳一 循環器

本郷　実14:00~16:00

13 14 15 16 17 18

 8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介

内科
小林淳生 内科

宮尾陽一14:00~16:00
14:30 〜 16:30

内科
安里龍一

内科
山川淳一

20 21 22 23 24 25

 8:30~11:15 糖尿病内科
小林由紀 整形外科

重松泰介

内科
小林和生

内科
桐原健彦

内科
山川淳一

14:00~16:00 　

27 28 29 30 31 1/1

 8:30~11:15 内科
細川康雄 整形外科

重松泰介
年末年始

休診
年末年始

休診
年末年始

休診14:00~16:00

3 4 5 6 7 8

 8:30~11:15 年末年始
休診

年末年始
休診

内科
小林和生

循環器
本郷　実

14:00~16:00
14:30 〜 16:30

内科
安里龍一

内科
山川淳一

10 11 12 13 14 15

 8:30~11:15 整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

内科
桐原健彦

内科
山川淳一 内科

宮尾陽一14:00~16:00

※出生・死亡ともに今月掲載分の該当者はありませんでした。

び
っ
く
ら
ん
ど

年末年始休業日

公
民
館
・
小
川
の
湯

保
育
園
・
保
健
セ
ン
タ
ー

バ
ス
テ
ィ
高
府

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど診

療
所

火
葬
場



　

11
月
19
日
㈮
、
に
こ
に
こ
保
育
園
で
焼

き
芋
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。
食
育
の
一
環

と
し
て
、
５
月
に
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

自
分
達
で
収
穫
し
、
焼
き
芋
に
し
て
食
べ

ま
し
た
。

　

自
分
達
で
世
話
を
し
、
苦
労
し
て
育
て

た
物
を
食
べ
る
経
験
を
通
じ
て
、
充
実
感

や
満
足
感
、
食
材
へ
対
す
る
あ
り
が
た
み

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
焼

き
芋
を
頬
張
る
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
芋
だ
け
で
な
く
茎
も

炒
め
煮
に
し
て
美
味
し
く
食
べ
ま
し
た
。

発
行

／
小

川
村

　
〒

381-3302 長
野

県
上

水
内

郡
小

川
村

大
字

高
府

8800-8　
　

　
　

　
　

  編
集

／
小

川
村

役
場

総
務

課
　

2021年
12月

2日
☎

026-269-2323　
蕭

026-269-3578　
U

RL  http://w
w

w
.vill.ogaw

a.nagano.jp　
E-m

ail info@
vill.ogaw

a.nagano.jp
「

広
報

お
が

わ
」

は
、

地
球

環
境

保
護

の
た

め
大

豆
油

イ
ン

キ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
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焼
き
芋
大
会

　

11
月
28
日
㈰
、「
道
の
駅
お
が
わ
」
で
、

さ
ん
さ
ん
市
場
に
よ
る
「
り
ん
ご
ま
つ
り
」、

食
事
処 

味
菜
で
は
開
店
か
ら
20
年
の
節
目

を
祝
う
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
り
ん
ご
は
、
春
先
の
凍
霜

害
に
始
ま
り
、
８
月
の
長
雨
な
ど
の
影
響
を

受
け
ま
し
た
が
、
無
事
、
収
穫
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
り
ん
ご
を
買
い
求
め
る
来
店

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

味
菜
で
は
、
チ
ン
ド
ン
屋
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
や
来
店
者
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
等
、
開
店
20

年
目
の
感
謝
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
道
の
来
場
者
を
対
象
に
、
血
管

年
齢
測
定
の
「
健
康
増
進
イ
ベ
ン
ト
」
も
行

わ
れ
、１
５
０
人
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

道
の
駅 

秋
の
イ
ベ
ン
ト

 

ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
情
報

◆
大
西
浩
次
星
景
展

「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
へ
の
旅

　

ふ
る
さ
と

ら
ん
ど
小
川

で
は
、
長
野

市
の
大
西
浩

次
さ
ん
に
よ

る
星
景
写
真

展
を
開
催
し

ま
す
。

　
“
宮
沢
賢
治

の
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
世
界
を
星
景
写

真
で
表
現
し
て
み
た
い
。”
と
思
い
写
真

を
組
み
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
多
く
の

方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
展
示
期
間

　

12
月
2
日
㈭
～
12
月
26
日
㈰

　

入
場
無
料
・
火
曜
日
休
館

▼
大
西
浩
次
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
講
演
会

　

12
月
11
日
㈯

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

※
冬
季
（
１
・
２
月
）
開
館
時
間
変
更

の
お
願
い

　

午
前
９
時
半
か
ら
の
開
館
を
午
前
10

時
半
か
ら
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

空
き
家
物
件
募
集
中

　

小
川
村
で
は
「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
空
き

家
の
所
有
者
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
家
屋
を
、

小
川
村
へ
の
移
住
希
望
者
に
紹
介
す
る
こ

と
で
移
住
定
住
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

　

空
き
家
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、

劣
化
が
早
く
進
み
、
景
観
の
悪
化
や
防
災
・

防
犯
の
面
で
地
域
の
安
全
な
生
活
を
脅
か

す
存
在
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

入
居
者
を
募
集
し
、
実
際
に
入
居
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

前
述
の
よ
う
な
心
配
も
な
く
な
り
ま
す
。

　

村
内
に
空
き
家
を
所
有
し
、
売
買
や
賃

貸
を
希
望
し
て
い
る
方
は「
空
き
家
バ
ン
ク
」

へ
の
登
録
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
録
に

よ
る
入
会
費
、
年
会
費
等
は
一
切
か
か
り

ま
せ
ん
。
登
録
後
の
売
買
成
約
率
は
ほ
ぼ

9
～
10
割
で
す
。

　

ま
ず
は
総

務
課　

総
合

戦
略
推
進
室

（
☎
２
６
９―

２
３
２
３
）
ま

で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。


